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立川市緑の基本計画の目標について 

１ 目標の見直しについて 

○「立川市緑の基本計画」（平成 11年３月）では、「緑地の確保目標」（都市公園等の施設として整備すべき緑地、風致地区や生産緑地地区など保全の対象と

すべき緑地の面積）及び「公園の確保目標」（市民一人当たりの公園面積）を指標として目標を設定しました。 

○近年のみどり率の推移から、本市では都市公園の整備を上回る速さで民有地に存在する樹林地や農地の減少が大きく減少しており、本市を取り巻く社会

情勢等を考慮すると、当面この傾向は続くと考えられます。このため、樹林地や農地の保全に加え、住宅地や開発地の緑化など、民有地における取組を推

進し、中長期的に緑の総量を維持していくことが必要です。また、市民の活動など、量だけではない視点から取組を評価していくことも必要です。 

○「公園の確保目標」（市民一人当たりの公園面積）については、指標計算の分母となる人口が、令和７（2025）年以降、減少に転じることが見込まれています。

計画的な公園整備を進めるための指標として、妥当性に課題があります（公園面積が現状維持であっても人口が減ると市民一人当たりの公園面積は増える）。 

○以上の背景及び上位計画の一つである「都市づくりのグランドデザイン」（平成 29年９月 東京都）及び「東京が新たに進めるみどりの取組」（令和元年

５月 東京都）に掲げられた目標「東京の緑を、総量としてこれ以上減らさない」を踏まえ、次のとおり目標を見直します。 

 

【見直しの考え方】A．緑の量を測る目標指標については、民有地の緑も含めてとらえることができ、東京都が指標としている「みどり率」を用いる 

         B．緑の量（みどり率）だけでなく、市民や事業者との協働の取組等についても評価できるよう、３つの方針に対応した目標指標を新たに設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現行計画の目標 

○緑地の確保目標 
（都市公園等の施設として整備すべ

き緑地、保全の対象とすべき緑地

の面積） 

○公園の確保目標 
（市民一人当たりの公園面積） 

次期計画の目標（案） 

中長期的な目標 

計画期間の目標 
 

令和２～６ 
（2020～2024）年度 

今ある貴重な緑を守るとともに、あらゆる場所に新たな緑を創出して 

緑の総量（みどり率）を維持していく 

❶緑をまもりはぐくむ市民の活動を広げる 

【指標】緑地の保全や公園管理に関わるボランティア団体数 

❷市民と協力して自然的・歴史的な緑や郷土の緑を維持する 

【指標】保存樹木の本数・保護樹林地面積 
❸公園の整備を着実に進めるとともに、市民協働で公園の活用の

幅を広げる 

【指標】都市公園等面積、公園の柔軟な活用の試行件数 

各方針の
目標 

緑の確保
目標 

現状（みどり率約35％）の維持に努めつつ、市民が豊かさを実感

できる緑をふやしていく 

【指標】住宅地・商業地の緑が豊かだと感じる市民の割合 

資料４ 
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２ 東京都が掲げる目標（「東京が新たに進めるみどりの取組」（令和元年５月 東京都）より） 
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３ 目標指標の比較 

 

名称 みどり率 緑被率 
緑地の確保目標 

（立川市緑の基本計画H11で採用） 

概要 

・地域全体に占める緑と水の面積（緑で覆

われた場所、公園、水面の面積）の割合 

・「緑の東京計画」（平成 12 年）で指標化

された、東京都独自の指標 

・「東京が新たに進めるみどりの取組」（令

和元年）においても指標として使用 

・おおむね５年ごとに公表 

・一定区域の中で、上空から見て芝や高木

の樹冠など緑で覆われた面積が占める

割合 

・民有地も含めた緑の量を示す一般的な

指標として、緑の基本計画の目標に用い

られる代表的な指標の一つ 

・都市公園等の施設として整備すべき緑地、保全の対象と

すべき緑地の面積が市域面積に占める割合 

・公園緑地の整備、保全を計画的に進めるため、緑の基本

計画の目標に用いられる代表的な指標の一つ 

算入 

対象 

 
  

対象とする公園緑地の種別（立川市の場合） 

※緑で覆われていない部分も含む 

公園緑地等の

都市施設と 

する緑地 

都市公園 

都市公園以外の条例等の公園 

広域公園（国営昭和記念公園） 

都条例による都市公園（玉川上水緑道） 

制度上安定した

緑地 

風致地区 

生産緑地地区 

その他(都保有保全地域、保護樹林地、河

川区域、砂川中央運動場、横田基地緩衝緑

地、調整区域内農地、(旧)都農業試験場) 

社会通念上 

安定した緑地 

社寺林 

基地(横田基地、立川広域防災基地) 
  

 

  
みどり率：宅地化農地、市街化区域外農地、水路・水面、原野・草地、小規模樹林地を含む。 

緑地の確保目標：上記を含まない。 

「緑地の確保目標」と「みどり率」

の算入対象の差 
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４ 現行計画の目標に対する実績の推移 

 

 

 

 

    

  

677.55 651.36 655.37 651.75 641.88

27.8% 26.7% 26.9% 26.7% 26.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

100

200

300

400

500

600

700

H10

（1998）

H15

（2003）

H20

（2008）

H25

（2013）

H31

（2019）

市
域
面
積
に
対
す
る
割
合

緑
地
の
確
保
面
積
（
ｈ
ａ
）

（年度）

緑地の確保面積（ha） 市域面積に対する割合（％）

10.96

9.04 9.46 9.51 9.82

3.72 3.82 3.73 3.72 3.86

0

2

4

6

8

10

12

H10

（1998）

H15

（2003）

H20

（2008）

H25

（2013）

H31

（2019）

（㎡／人）

（年度）

市民１人当たり公園面積

国営昭和記念公園を除いた市民１人当たり公園面積

○緑地の確保目標 
（都市公園等の施設として整備すべき緑地、保全の対象とすべき緑地

の面積） 

○公園の確保目標 
（市民一人当たりの公園面積） 

※平成 10（1998）年度は現行計画、平成 15（2003）年度以降は「東京都

公園調書」に基づく値 
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５ 近年の立川市における緑の推移 

（単位：ha） 

 平成25（2013）年 

参考値※ 

平成30（2018）年 平成25年-平成 30年

変化 

公園・緑地 156.0 158.1 2.2 

農用地 276.9 255.6 －21.3 

水面・河川・水路 18.2 18.1 －0.1 

樹林・原野・草地 485.1 443.0 －42.1 

合計 936.1 874.8 －61.3 

※平成 30 年と同じ手法を用いた場合の平成 25 年の値 

 四捨五入により合計値が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

 

年平均 約 12ha の緑が減少 
 内訳）農地約４ha 

    樹林等約８ha 

・公園整備のみで緑の減少を補うこ

とは困難 

・民有地における取組を推進し、中

長期的に緑の総量を維持していく

視点が必要 


